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子 ど も 政 策 課 

 

病児保育室の新規開設について 

 

病気の回復期等により、保育園での集団保育が困難な乳幼児を一時的に預かる病児保育

事業の更なる定員拡大を図るため、令和７年１月に新たな病児保育室を開設します。 

 

１ 病児保育事業の現状 

保育室名 定員 令和５年度 

利用可能人数 利用人数 利用率 

赤坂山王病児保育室 ４人 ９７２人 ２６１人 ２６．９％ 

あいいく病児保育室 ４人 ９７２人 ４７６人 ４９．０％ 

チャイルドケアばんび

ぃに病児保育室 

８人 

※１ 

１，５７４人 １，４１３人 ８９．８％ 

ひまわり保育室 ６人 １，４５８人 １，２０６人 ８２．７％ 

芝浦病児保育室 ４人 ９７２人 ７１１人 ７３．１％ 

合計 ２６人 ５，９４８人※２ ４，０６７人 ６８．４％ 

※1 チャイルドケアばんびぃに病児保育室は、令和６年１月から定員拡大（６人→８人） 

※2 年間利用可能人数（５，９４８人） 

＝定員（拡大前２４人）×開所日数（２４３日）+ばんびぃに定員拡大分（２人×５８日） 

 

２ 病児保育事業の拡大の必要性 

区は、これまでも、病児保育事業の需要の増加に対応するため、必要に応じて定員の拡

大を行い、受入れ可能人数は増加した一方で、令和５年度の病児保育室の利用申込に対

して利用できなかった方は、年間で２，０００人程度発生しています。 

また、令和４年１月に区が実施した「港区の就学前児童に対する子育て支援検討に当

たってのアンケート調査」において、「病児・病後児保育を利用しようとして利用できな

かったことはありますか」という設問に対し、１７．７％が「利用できなかったことがあ

る」と回答したことや、令和５年１０月に区が実施した「港区子ども・若者・子育て支援

に関する実態調査」では、自由回答欄に「両親が仕事と育児をしていく際に病児保育枠の

拡充が不可欠だと感じている」という回答もあったことから、病児保育事業の更なる拡

大が求められています。 

さらに、区の病児保育室は、麻布地区、赤坂地区、高輪地区、芝浦港南地区の４地区に

設置しています。今後、病児保育室が設置されていない芝地区や保育施設が多数設置さ

れている地域での需要に対応していく必要があります。 
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３ 病児保育室の新規開設 

 病気により、保育園等での集団保育が困難な乳幼児を安全に預かることで、子育て家

庭における子育てと就労等の両立をより一層支援するため、次のとおり令和７年１月に

新たな病児保育室を開設します。 

 本施設は、麻布十番駅近くに位置し、病児保育室が設置されていない芝地区や保育施

設が多数設置する麻布地区からの需要が見込まれます。本新規開設に伴い定員が８名拡

大することで、新たに年間２，０００人程度利用可能となる見込みです。 

（１）所 在 地：港区麻布十番１丁目１０番３号 モンテプラザ麻布２階 

（ニチイキッズさわやか麻布十番保育園跡地） 

（２）面 積：１８９．４３㎡ 

（３）運営事業者：サニーガーデンこどもクリニック 

（４）開 設 日：令和７年１月（予定） 

（５）定 員：８人 

（６）運 営 方 法：業務委託により実施 

 

４ 事業規模 

  ９０，６７３千円 

   

５ 今後のスケジュール（予定） 

  令和６年 ７月   令和６年第２回港区議会定例会（補正予算案の提出） 

      １２月   区民周知（新規病児保育室開設） 

  令和７年 １月   新規病児保育室開設 


